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水辺が楽
し く なる

新荒川
物

語

以前は桜の名所として、今はスポーツ
や散策の場として、親しまれている荒川。
区はこの荒川を建設省と協力しながら、
より魅力あふれる空間とする計画を進め‘
ています。新しい荒川河川敷のシンボル
となった 「虹〔にじ〕の広場」はこの第1
弾。五色桜の復活や都市農業公園の改修
など様々な事業が行われ、数年後、荒川
とその河川敷は生まれ変わります。荒川
は、区民の皆さんのいこいの場であると
同時に、生物の重要な生息場所です。こ
のことを十分配慮して整儂し、むくのま
まの自然を残しながら、人と動植物が共
存できる水辺空間が生まれます。

生
ま
れ
変
わ
る

都
市
農
業
公
園

都
市
晨
業
公
園
わ
き
の
堤
防

の
改
修
に
伴
い
、
同
公
園
も
大

き
く
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

公
園
の
周
囲
に
は
、
五
色
桜

が
植
え
ら
れ
、
見
事
な
桜
並
木

に
な
り
ま
す
。
公
園
は
、
五
つ

の
ゾ
ー
ン
に
分
か
れ
、
農
業
を

中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

□
ア
ー
ト
広
場
y
l
ン

エ
房
や
屋
外
で
、
陶
芸
や
紙

す
き
な
ど
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
青
井
五
丁
目
か
ら
移

築
す
る
長
屋
門
は
、
こ
れ
ら
の

作
品
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
も
な
り

ま
す
。

□
古
民
家
y
-
ン

今
あ
る
古
民
家
に
加
え
、
炭

焼
き
小
屋
な
ど
も
作
ら
れ
、
こ

の
ゾ
ー
ン
で
は
、
竹
細
工
や
梅

干
し
作
り
な
ど
季
節
感
の
あ
る

催
し
物
が
行
わ
れ
ま
す
。

□
テ
ラ
ス
ガ
ー
デ
ン

展
望
レ
ス
ト
ラ
ン
や
テ
ラ
ス

ガ
ー
デ
ン
で
、
荒
川
の
景
観
を

楽
し
み
な
が
ら
食
事
が
と
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

□
土
と
ふ
れ
あ
い
ゾ
ー
ン

農
業
体
験
の
で
き
る
水
田
や

畑
に
加
え
。
新
し
く
温
室
、(
I

プ
園
な
ど
も
で
き
、
土
と
緑

に
ふ
れ
あ
え
る
ゾ
ー
ン
で
す
。

□
こ
ど
も
牧
場
ゾ
ー
ン

小
さ
な
動
物
主
体
の
こ
ど
も

動
物
園
や
、
羊
・
馬
な
ど
の
牧

草
地
か
ら
な
る
ゾ
ー
ン
で
す
。

さ
ら
に
、
公
園
前
面
の
荒
川

河
川
敷
約
4
万
が
を
整
備
し
ま

す
。こ
の
部
分
に
は
、
ポ
ニ
ー

に
乗
れ
る
馬
場
や
、
花
畑
の
中

を
散
歩
で
き
る
ワ
イ
ル
ド
フ
ラ

ワ
ー
ガ
ー
デ
ン
。
沼
地
の
生
態

を
観
察
で
き
る
場
所
な
ど
が
で

き
ま
す
。

平
成
6
年
に
は
、
緑
と
楽
し

さ
い
っ
ぱ
い
の
、
新
生
都
市
農

業
公
園
が
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定

で
す
。改
修
工
事
中
で
、
利
用

す
る
皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
か

け
ま
す
が
、
も
う
し
ば
ら
く
お

待
ち
く
だ
さ
い
。

楽しさい っぱいの都市農業公園( イメージイラスト)

五
色
桜
が

荒
川

に
復
活

今
年
1
1月
、
荒
川
土
手
に
五

色
桜
が
植
え
ら
れ
ま
す
。
五
色

桜
の
復
活
の
た
め
運
動
を
続
け

て
き
た
地
元
の
皆
さ
ん
と
、
関

係
者
の
願
い
が
か
な
う
の
で

す
。

こ
れ
は
、
建
設
省
の
桜
づ
つ

み
モ
デ
ル
事
業
の
一
環
と
し
て

区
と
建
設
省
が
協
力
し
て
行
う

も
の
。
桜
づ
つ
み
モ
デ
ル
事
業

は
、
土
手
に
桜
並
木
を
植
え
、

水
辺
に
花
と
緑
の
潤
い
を
与
え

る
と
と
も
に
、
堤
防

を
強
化
し
よ
う
と
い

う
も
の
で
す
。

場
所
は
、
明
治
・
大
正
の
こ

ろ
、
五
色
桜
の
名
所
と
し
て
に

ぎ
わ
っ
た
、
堀
之
内
一
丁
目
1
2

番
先
か
ら
1
3番
先
。

今
年
度
は
、
圈
m
に
2
0本
程

度
の
桜
が
植
え
ら
れ
、
計
画
の

助
詞
全
て
が
完
成
す
る
の
は
、

平
成
5
年
の
予
定
で
す
。

ワ
シ
ン
ト
ン
の
ポ
ト
マ
ッ
ク

河
畔
の
桜
の
里
親
で
も
あ
る
こ

の
荒
川
の
五
色
桜
が
、
皆
さ
ん

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
日

も
、
そ
う
還
い
こ
と
で
は
な
く

な
り
ま
し
た
。

足立区桜づつみモデル事業

来春が待ち遠しい荒川土手( 完成予想図)

虹
の
広

場
が

手
作
り
郷
土
賞
に

地
域
の
皆
さ
ん
の
工
夫
や
努

力
で
生
ま
れ
た
施
設
に
贈
ら
れ

る
、
建
設
省
の
「
手
作
り
郷
土

賞
」
に
「
虹
の
広
場
」
が
選
ば

れ
ま
し
た

。
一
昨
年
の
千
庄
の

「
サ
ン
ロ
ー
ド
商
店
街
の
ま
ち

づ
く
り

」、
昨
年
の
関
原
の
「
防

災
路
地
緑
化
」
に
続
き
、3

年

連
続
の
受
賞
で
す

。

「
虹
の
広
場
」
は

、
千
住
新

橋
わ
き
の
河
川
敷
に

、
昨
年
7

月
完
威

。
半
円
形
(

幅
1
0
s
、

半
径
6
5
こ

に
敷
き
詰
め
ら
れ

た
7

色
の
ブ
ロ
ッ
ク
が
美
し
い

広
場
で
す

。

完
成
以
来
、
荒
川
の
新
し
い

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
区
民
の
皆

さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
一
方

、「
手

作
り
い
か
だ
レ
ー
ス

」
や
「
区

民
歩
け
歩
け
大
会

」
の
会
場
に

な
り
、水
辺
の
イ
ベ
ン
ト
広
場

、

に
ぎ
わ
い
の
場
と
も
な
っ
て
い

ま
す
。

荒川河川敷に美しい虹( 虹の広場)

足立吹奏楽団が塩原で

交流コンサート
今
月
末
の
東
京
都
吹
奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル
を
目
指
し
て
、

塩
原
林
間
学
園
に
合
宿
し
て

い
た
足
立
吹
奏
楽
団
が
、
地

元
の
小
中
学
生
約
鵬
人
を
招

き
、8
月
3
日
交
流
コ
ン
サ

ー
ト
を
開
き
ま
し
た
。

塩
原
の
皆
さ
ん
と
交
流
を

持
ち
た
い
と
始
め
た
こ
の
コ

ン
サ
ー
ト
も
、
今
年
で
3
回

目
。
イ
ン
ト
ロ
当
て
ク
イ
ズ

や
指
揮
者
体
験
な
ど
の
楽
し

い
コ
ー
ナ
ー
を
は
さ
ん
で
、

約
1
時
間
3
0分
、
な
じ
み
深

い
数
々
の
曲
が
演
奏
さ
れ
ま

し
た
。

「
指
揮
棒
の
速
さ
を
変
え

る
と
、
演
奏
す
る
人
が
ピ
ク

ツ
と
反
応
す
る
の
が
面
白
か

っ
た
」
と
話
し
て
く
れ
た
、

ゆ
か
い
な
指
揮
ぶ
り
の
印
南

博
倫
君
(金
沢
小
2
年
)
。

今
回
の
合
宿
に
は
、
昨
年

結
成
し
た
ジ
ュ
ニ
ア
吹
奏
楽

団
も
参
加
し
、
足
立
吹
奏
楽

団
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
、
親
身

の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

終始楽しいムードの交流コンサート

葦
立
ち

リ
サ
イ
ク
ル
運
動
の
実
践

冢
や
資
源
回
収
業
者
等
も
加

わ
っ
た
ゴ
ミ
問
題
対
策
委
員

会
か
ら
最
終
答
申
が
出
さ
れ

ま
し
た

。
ご
み
を
つ
く
ら
な

い
、
売
ら
な
い

、
賈
わ
な
い

社
会
を
め
ざ
し
て

、
様
々
の

提
案
が
さ
れ
て
い
ま
す

。

こ
こ
で

、
私
た
ち
は
環
境

に
対
し
加
害
者
で
あ
る
と
い

う
認
識
に
た
っ
て

、
今
ま
で

の
使
い
捨
て
文
化
を
見
直
し

新
し
い
生
活
様
式
を
確
立
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

日
本
人
は
、
昔
か
ら
自
然

を
あ
る
が
ま
ま
に
受
入
れ

、

生
か
し
て
き
た
民
族
で
す

。

こ
の
日
本
文
化
の
特
徴
を
生

活
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
で

す

。
そ
の
上
で

、
地
球
に
や

さ
し
い
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
を

築
い
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
こ
の
答
申
は
、
そ
の

た
め
の
行
動
指
針
で
す
。

こ
の
1

年
で

、
皆
さ
ん
の

リ
サ
イ
ク
ル
に
対
す
る
関
心

も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
域
を
新
し
い
世
代

に
引
き
継
ぐ
た
め
に
も
、
行

政

、
区
民
の
方

、
事
業
者
の

方
が
こ
の
課
題
を
見
す
え

、

生
産
や
事
業
、
そ
し
て
生
活

の
場
で
方
策
を
積
み
重
ね

、

行
動
を
続
け
て
い
く
こ
と
で

す
。そ
の
努
力
が
、や
が
て
は

ご
み
に
対
す
る
社
会
全
体
の

枠
組
み
の
変
革
に
つ
な
が
っ

て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す

。

今
こ
そ
実
賎
の
と
き
で

す

。

区長

古
性
直
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地
震 だ ! イザというときに備えて

8月30日～9月5日は防災週間

わが国は、譱からいくたびもの大地震に見舞われています。
大地震が起にると大きな牆胄が予利されます。区では、でき
る膕り〃重靠麦J ?慨を 考え。もしもの笥に偏えていますが、い

ざというI 刳まし渝麑で威コ傷えと、区昌の皆さん 人ひとりの
薦ち・ いた占畆a 必ヽ 妥です。そg 鳶夸、蟶てないために、日ご
ろから家嶐や地域での防災刔懾を考えましぷう。

今
年
は

9
月
5
日
に
行
い
ま
す

総
合
防
災
訓
練

9
月
5
日
に
、
区
で
は
防
災

関
係
機
関
・
団
体
と
区
民
の
協

力
を
碍
て
総
合
防
災
馴
鮫
を
行

い
ま
す
。

参
加
す
る
機
関
や
団
体
は
、

警
桑
、
消
防
署
を
は
じ
め
町
会

・
自
治
会
な
ど
約
4
0団
体
。参
加

人
数
は
お
よ
そ
2
千
人
を
超
え

る
大
訓
練
で
す
。

訓
練
は

、
関
東
大
地
震
級
の

地
震
被
害
を
想
定
し
、
大
型
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
緊
急
愚
者

の
輸
送

、
倒
壊
ビ
ル
か
ら
の
救

助
救
出
訓
練
な
ど

、
実
践
さ
な

か
ら
の
訓
練
か
行
わ
れ
ま
す

。

皆
さ
ん
も
い
ざ
と
い
う
蒔
に

備
え

、
ぜ
ひ
見
学
に
お
い
で
く

だ
さ
い

。

時
間
午
加
8
時
3
0
分
～
正
午

鳩
所

関
原
一
丁

目
地
先
荒
川

河
川
取

左
岸
(

酉
新
井
襦
一

千
住
新
臠
閧
)

な
お

、当
日
は

、西
新
井
襦
お

よ
び
千
住
斯
橋
付
近
は

、
馴
練

申
両
等
の
通
行
で

、
車
両
の
混

雑
が
予
想
さ
れ
ま
す

。
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

。

昨年の総合防災訓練

区
内
全
域
を
網
羅
す
る

防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム

区
で
は

、
災
害
時
ま
た
は
災

筈
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
時

、

区
民
の
皆
さ
ん
に
早
く
正
確
な

情
報
を
伝
え
る
た
め
に

、
無
線

に
よ
る
放
送
設
備
を
整
備
し
て

い
ま
す

。

聞
き
慨
れ
て
い
る

「
夕
や
け

放
送
」
も
防
災
行
政
無
線
設
備

を
利
用
し
て
い
ま
す

。
饂
日

、

機
器
の
点
検
を
兼
ね

、
無
線
設

備
の
ス
ピ
ー
カ
ー
(
区
内
1
3
5ヵ

所
)
か
ら
放
送
し
て
い
ま
す
。

特
に
最
近
は

、
高
層
ビ
ル
等

の
建
築
が
多
く

、
無
線
通
信
に

障
害
が
起
こ
る
ケ

ー
ス
が
あ
り

ま
す
。

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
。

設
置
場
所
の
変
更
や
ス
ピ
ー
カ

ー
の
方
向
を
変
え
る
必
妥
が
あ

り
ま
す

。

聞
こ
え
な
か
っ
た
り

、
蔔
き

つ

ら
い
こ
と

が
あ
り
ま
し
た

ら

、
災
害
対
策
課
施
設
係
ま
で

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

。
こ
の
ほ

か
に
も
電
話
回
線
が
と
ぎ
れ
た

場
合
に
臠
え

、
区
と
区
内
防
災

閊
係
機
関
(

魯
察
・
消
防
・
電

気
・
水
道
・
ガ
ス

施
設
)

を
結

ぶ

、
無
線
電
略
に
よ
る
連
絡
体

制
を
確
保
し
て
い

ま
す

。

災
害
時
の
た
め
の

援
助
協
定
を
進
め
て
い
ま
す

災
害
時
に
お
け
る
叡
助
活
励

は

、
相
当
の
困
難
が
予
測
さ
れ

ま
す

。区
で
は

、次
の
よ
う
に
関

佩
団
体
と
活
励
協
定
を
桔
び

、

迅
速
な
活

励
体
制
を
築
い
て
い

ま
す

。

▽
災
害
時
の
医
療
救
護
活
動
に

つ
い
て
の
協
定
…
…
足
立
X

医
師
会

▽
災
害
時
に
お
け
る
応
急
用
埼

米
の
優
先
供
給
に
関
す
る
協

定
…
…
米
殿
小
充
商
業
組
合

足
立
支
部

▽
災
害
時
に
お
け
る
応
急
用
め

ん
類
等
の
優
先

供
給
に
関
す

る
協
定
…
…
足
立
区
め
ん
類

組
合
連
合
会

▽
災
害
時
に
お
け
る
5
急
対
策

業
務
に
閲
す
る
協
定
…
…
足

立
建
設

業
S
会

▽
災
害
時
に
お
け
る
緊
急
輸
送

業
務
に
関
す
る
協
定
…
…
東

京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
足
立
支

部
▽
災
害
時
に
お
け
る
粉
ミ
ル
ク

の
優
先

供
給
に
関
す
る
協
定

…
…
足

立
薬
業
協
同
組
合

▽
文
京
区
と
の
防
災
相
互
協
定

▽
小
出
町
と
の
災
害
援
助
S
定

▽
鹿
旧
市
と
の
災
害
時
に
お
け

る
相
互
援
助
に
関
す
る
協
定

警
戒
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
ら

駿
河
湾
沖
を
震
源
と
す
る
東

厩
地
震
(
M
8
)

が
発
生
す
る

と

、
足
立
区
で
は
霞
度
5
程
度

の
揺
れ
か

予
測
さ
れ
ま
す

。

特
に

。
発
生
予
知
に
よ
る
警

戒
宣
言
が
内
閥
総
理
大
臣
か
ら

発
令
さ
れ
た
時

、
区
を
は
じ
め

各
防
災
機
関
は

。
さ
ま
ざ
ま
な

事
前
の
爾
え
に
入
り
ま
す

。

区
で
は
ま
ず

、
防
災
行
政
無

擽
を
活
用
し

、Z
民
に
お
知
ら

せ
す
る
と
と
も
に
サ
イ
レ
ン
に

よ
り
注
意
を
呼
び
か
け
ま
す

。

警
戒
宣
言
は

、
注
意
信
号
で

す
か
ら

、
あ
わ
て
て
避
難
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

。
家
庭
で

は
身
の
回
り
を
点
検
し

。
次
の

こ
と
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い

。

①
正
し
い

憤
報
を
集
め
る

②
火

気
の
便
用
を
最

小
限
に

し

、
火
元
を
離
れ
る
時
は

、

必
ず
火
を
消
す

③
1
人
1
日
3

ぶ
の
飲
糾
水
を

礎
保
す
る

④
フ
ロ
に
水
を
入
れ

、
消
火
用

水
を
確
保
す
る

⑤
非
常
持
出
品
を
用
意
し

、
ナ

ッ
プ
ザ
ッ
ク
な
ど
に
入
れ
て

お
く

⑥
家
貝
が
倒
れ
な
い
よ
う
に
固

定
し

、
窓
ガ
ラ
ス
は
ガ
ム
テ

ー
プ
な
ど
を
は
っ
て
お
く

区の防災行政無線システム統制室

一
時
集
合
場
所
標
示
板

〝
や

じ
ろ

べ
え
〟
と

〝
ひ

よ

こ
〟

区
で
は

、
学
校

、
公
園

な
ど
の

一
時
集
合
場

所

に

、
こ
れ
ま
で
に
標
示
板

を
1
3
6本
設
置
し
ま
し
た

。

今
年
度
も
秋
ご
ろ
脂
本
を

設
置
す
る
予
定
で

す
。や じ ろ べ え(

上)

と 、ひ よ こ( 下)

ガ
タ
ガ
タ
揺
ら
し
て
2
万
人

起
震
車
「震
太
く
ん
」

平
成
元
年
1
0月
に
運
行
を
始

め
て
以
来

、
す
で
に
2
万
人
の

方
が
震
度
7

ま
で
の
揺
れ
を
体

験
し

ま
し
た

。
皆
さ
ん
の
町
で

も
防
災
区
民
組
験
を
中
心
に

、

ぜ
ひ

防
災
訓
練
を
計
回
し
て
く

だ
さ
い

。

霞
太
く
ん
の

申
し
込
み
は

、3

ヵ
月
前
か
ら
電
話
予
約
で
き

ま
す

。ま
た

、煙
(
ウ
ス
に
よ
る

煙
体
験
も
で

き
ま
す
(
団
体
別

利
用
状
況
は
右
表
の
と
お
り
で

す
)
。く

わ
し
く
は

、
災
害
対
策
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
ぐ
だ
さ
い

。

「震太くん 」運行状 況( 団体別)

( 平成元年10月～平成3年7月)

「震太くん」の揺れを体験

その時あな たは……地震 発 生状 況 こ の1 年

平成2年4月～平成3年7月 (中央本町庁舎地震計で確認) 消
防
団
長
を
再
任

去
る
6
月
1
7
日

、7
月
2

日
に
西
新
井

、
千
住
消

防
団
の
各
団
長
が
そ
れ
ぞ

れ
区
長
か
ら
任
命
(
再

任
)

さ
れ
ま
し
た

。

西
新
井
消
防
団
長

小

川
司
氏

、
千
佳
消
防
団
長

志
村
勇
氏

。

※
自
分
た
ち
の
ま
ち
を
守

る
た
め

。
地
域
の
防
災
リ

ー
ダ

ー
を

求
め
て
い
ま

す

。
消
防
団
に
入
団
を
希

望
さ
れ
る
方
は

、
お
近
く

の

消
防
一

へ
お
問
い
合
わ

せ

く
だ
さ
い

。

防
災
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は

中
央
本
町
庁
舎
・

災
害
対
策
課

(
3
8
8
0
)
5
0
1
1へ

我が家の防災訓練を

行いましょう

「
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や

っ
て
く
る
」
と
よ
く
言
わ
れ
て

い
ま
す

。
東
東
地
方
は

、
大
正
1
2

年
の
関
東
大
地
震
以
来

、
幸

い
7
0
年
近
く
も
大
地
興
に
嬰
わ

れ
て
い
ま
せ
ん

。

防
災
週
間
を
機
に

、
曽
さ
ん

の
こ

家
庭
で
安
全
度
の
チ
ェ
ッ

ク
を
さ
れ
て

は
い
か
が
で
す

か

。

▽
火
の
元
の
安
全
確
認

▽
消
火
器
具
の
点
検

▽
非
常
持
ち
出
し
品
の

準
備
・

点
検

▽
非
常
口
の
確
認

、
家
貝
な
ど

の
転
倒
防
止
確
認

日
ご
ろ
か
ら
災
害
に
備
え
て

家
族
で
話
し
合
い
を
持
ち

、
各

自
の
役
創
分
担
を
決
め
て
お
く

と
と
も
に

、
集
合
場
所
や
連
絡

先
を
決
め
て
お
き
ま
し
よ
う

。

区
で
は
毎
年

、
防
災
週
間
に

あ
わ
せ
8

月
1
日
I
9

月
5
日

ま
で
区
内
各
所
に

「
防
災
標
語

懸
垂
本
」
を
掲
出
し

、
防
災
意

識
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す

。今
年
は

、
北
千
住
駅
西
ロ
ロ

ー
タ
リ
ー
、西
新
井
駅
ビ
ル
、中

央

本
町
備
蓄
余
廱
等

計
H

力

所
、
1
7本
を
縄
出
し
て
い
ま
す
。

非
常
持
出
品
は

備
え
て
あ
り
ま
す
か

区
で
は
、災
盲
時
に
爾
え
て
、

吃
パ
ン
や
毛
布
な
ど
、
4
2種
類

の

生
活
必
需
品
を
爾
え
て
い
ま

す
。し

か
し
、
災
害
時
に
生
活
を

維
持
す
る
た
め
に
は
、
区
民
の

皆
さ
ん
の
自
給
自
足
的
な
手
立

て

が
ど
う
し
て
も
必
要
で
す
。

特
に
乳
幼
児
の
い
る
家
庭
で

は
、
冒
段
か
ら
、
粉
ミ
ル
ク
・

お
む
つ
等
の
非
常
持
ち
出
し
を

用
意
し
、
災
魯
時
に
心
か
け
て

お
き
ま
し

ょ
う
。

非常持出品例

家
庭
に
も
消
火
器
を
!

区
で
は
、
約
8

千
沺

本
の
消

火
器
を
町
会
・
自
治
会
に
配
爾

し
て
い
ま
す
か
、
各
尿
庭
に
消

火
器
が
備
え
て
あ
る
と

、
い
ざ

と
い
う
時
に
非
常
に
役
立
ち
ま

す
。
家
庭
で
消
火
器
を
膺
え
る

場
合
は
、
普
通
火
災
・
油
火
災

・
一

気
火
災
の
3

種
類
の
火
災

に

適
応
す
る
A
B
C

消
火
器
が

効
果
的
で

す
。

家
庭
で
所
有
す
る
消
火
器
を

火
災
で

使
用
し
た
婦
合
、
火
元

以
外
の
消
火
器
で
あ
れ
ば
区
が

無
料
で

薬
剤
の
黠
め
曾
え
を
行

っ
て
い
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
災
害
対
策

課
　
(
3
8
8
0
)
5
0
1
1

ま
で
。

3 月に行われた常東地区の防災訓練

老

人

健

康

診

査

老
人
健
康
診
査
は
、
6
5
歳
以

上
の
方
(
大
正
1
5
年
9
月
1
日

以
前
生
ま
れ
)

お
よ
び
4
0
歳
以

上
で

芒
宅
寝
た
き
り
の

方
な

ら
、
ど
な
た
で
も
受
診
で
き
ま

す
。

□
6
5
歳
以
上
の
方

受
診
票
を
8

月
末
ま
で
に
全

員
の
方
に
送
る
予
定
で
す
。

□
4
0
歳
以
上
で
寝
た
き
り
の
方

医
師
か

訪
問
し
て
健
康
診
査

を
行
い
ま
す
。ご
希
望
の
方
は
、

保
健
予
防
佩
に
9

月
2
0日
ま
で

に
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
受
診
禁
を
送
り
ま
す
。
健

診
日
は
、
医
攅
機
関
と
ご
相
談

く
だ
さ
い

。

日
程
9

月
1

日
～
3
0已

塲
所

胃
色
の
「
本
院
は
老
人

健
康
診
査
実
施
会
場
で
き

の
一

板
の
あ
る
区
内
の
医
麻

機
関

診
査
内
容

▽
必
須
検
査
・・・
問

診
、
理
学
的
診
察
、
尿
・
生

化
学
検
査
、
血
圧
測
定
、
身

体
計
測

▽
選
択
検
査
(

医
師
か
必
要
と

露
め
る
方
)
・・・
心
亀
『

眼

底
検
査
、
胸
部
X
線
検
査
、

貧
血
検
査
、
糟
負
荷
試
験
の

う
ち
必
要
な
倹
査

躄
用

無
料
(

た
だ
し
、
前
記

検
査
内
容
以
外
の
検
査
、
治

療
を
行
っ
た
場
合
は
有
料
)

持
番
す
る
も
の

受
診
票
、
健

厦
保
険
証

※
老
人
医
家
証
、
健
康
手
幌
を

お
持
ち
の
方
、
ま
た
生
活
保
護

受
給
者
は
保
護
の
し
お
り
を
必

ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

□
再
交
付

受
診
票
を
紛
失
さ
れ
た
方
な

ど
は
直
接
、
保
健
予
防
係
へ
9

月
2
6
日
ま
で
に
電
話
等
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

富
庁
舎
(
千
庄
)
　

・
保
健
予
防
係

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1
㈹

みんなの健康
足 立 保 健 所　3855- 4151
千住保健所　3888- 4277
江 北 保 健 相 談 所　3896- 4004

東 和 保 健 相 談 所　3606- 4171
中 央 本 町 保 健 相 談 所　3880- 5351
本 庁 舎( 千 住) ・保 健 予 防 係　3882- 1111 ㈹

カ
ッ
パ
の
バ
ッ
ジ

発

売

中

販
充
価
格
　
単
品

剳
円
、
5

色
セ
ッ
ト
峩
円

販
充
婦
所

本
庁
舎
(
千

住
)

・
情
報
公
間
課
お

よ
び
中
央
寡
町
庁
舎
・

崎
報
公
間
諜
分
室

問
合
せ
先

太
庁
舎
(
千

住
)

・
広
輯
課

(
3
8
8
2
)
1
1
　

1
1

㈹

音楽で遊ぼう! !
実践リズム教室

「
遊
び
」
は
子
ど
も
の
成
長

の
た
め
に
大
切
で

す
。
そ
し
て

音
楽
は
子
ど
も
に
も
心
地
良
い

刺
激
を
与
え
ま
す
。
硯
子
一
緒

に
か
ら
だ
全
休
で
リ
ズ
ム
に
の

う
て
辺
び
な
が
ら
、
観
子
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
深
め
。

「
遊
ぴ
」
を
通
じ
た
子
彎
て
の

コ

ツ
を
体
辱
し
て
み
ま
せ
ん

か

。

日
時
9

月
1
3日
(
金
)
、
午

後
1
時
3
0
分
～
3
時

場
所

東
和
セ
ン
タ
ー

対
象

区
内
在
住
で
1

歳
半

～
3
歳
の
子
供
と
保
護
者

内
容

遊
び
と
音
楽
に
つ
い

て
の
話

、
リ
ズ
ム
取
室
の

実
技

躊
師

高
弟
八
代
江
氏
(

鳩

笛
リ
ズ
ム
教
室
代
表
)

定
a
5
0

岨
(

先
着
順
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電
括
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

東
和
保

健
相
旅
所

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

ご協力ください

9 月の献血

愛
の
献
皿
に
ご
S
力
く
だ
さ

い

。
日
程
は
下
表
の
と
お
り
で

す

。

受
付
時
間

い
ず
れ
も
午
前
1
0
　

時
1
午
後
3
時
3
0分
(

昼
食

・
休
憩
時
間
を
除
く
)

問
合
せ
先

葛
飾
赤
十
宇
血
蔽

セ
ン
タ
ー
　
(
5
6
8
　
2
)
2
8
0
1

、寡
庁
舎

(
千
住
)
・
保
健
予
防
係

(
3
8
8
2
)

―
-
1
1

㈹

9 月の 献血予定
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入道雲が道しるべ
自然 ・

歴史・人々…

荒 川の素顔と
魅力をさぐる

私
た
ち
の
最
も
易
近
に
し
て
。尽
き
せ
ぬ
魅
力
に
満
ち
て
い
る
川
、
〝荒
川
〟
。憩
い
の
鳩
。レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
の
婦
と
し
て
。私
た
ち
は
。多
大
な
自
然
の
恩
恵
を
受
け
て
い
ま
す
。こ
こ
を
舞
台
に
、水
上
バ
ス
の
就

航
、ス
ー
パ
ー
堤
防
化
な
ど
。
新
た
な
貭
閲
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
川
は
ど
こ
か
ら
流
れ
て
来
る
の
だ
ろ

う
と
、
源
呎
地
域
を
取
材
す
る
た
め
、
晩
れ
を
さ
か
の
ぼ
り
、
奥
秩
父
ま
で
足
を
延
ば
し
ま
し
た
。
ま
た
。
現

在
制
乍
中
の
「
グ
ラ
フ
あ
だ
ち
N
o
.
2
4
」
は
、
荒
川
の
素
顔
と
魅
力
の
集
大
賦
を
目
指
す
も
の
。
今
回
は
グ
ラ
フ

誌
の
P
R

を
兼
ね
、
い

わ
ぱ
、
も
う
一
つ
の

〝荒
川〟

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

自 然

3
源
流
が
発
す
る

甲

武
信

ケ
岳

日
本
百
名
山
の
一
つ
に
取
え
ら

れ
る
甲
武
信
ヶ
岳

は

、山
梨
県
(
甲
嬰
)
、
埼
玉
県
(
武
蔵
)
、
長
野
県
(
信
濃
)

の
3

県
境
に
位
置
す
る
。
禄
高
2
千
捐
a
の
山
で

す
。

こ
の
甲
武
信
ヶ
岳
に
降
る
雨
や
雪
は
、
幾
条
も
の
沢

と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
向
へ
硫
れ
落
ち
、
川
の
源
と

な
り
ま
す
。
北
へ
向
か
う
源
流
は
、
千
曲
川
か
ら
信
濃

川
と
な
っ
て
日
本
厩
へ
、
刷
の
笛
吹
川
は
富
士
川
に
眺

き
、
や
が
て
太
平
洋
へ
注
ぎ
ま
す
。

そ
し
て

、
印
武
信
ケ
届
の
東
側
一
帝
に
発
す
る
源
流

が
、
哨
湎
と
い
う
荒
川
の
豊
か
な
砥
れ
を
つ
く
り
、
様

々
な
姿
を
見
せ
な
が
ら
、東
京
湾
へ
と
注
ぎ
込
み
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
雄
大
な
自
然
の
展
望
の
中
に
、
荒
川
の

源
が
発
し
て
い
る
の
で
す
。
「
グ
ラ
フ
あ
だ
ち
N
o
.
2
4
」
で

は
、
も
ち
ろ
ん
。
甲
武
信
ヶ
岳
を
中
心
と
す
る
源
流
地

域
を
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

森
を
進
み
　
荒
川
起
点
に
出
会
う

景

勝
の
地
、
長
瀞
(

な
か
と

ろ
)

を
通
っ
て
秩
父
市
へ

、
二

瀬
ダ
ム
を
越
え
て

さ
ら
に
西

へ

。
荒
川
沿
い
を
さ
か
の
ぼ
っ

て

奥
秩
父
へ
と
進
み
ま
し
た
。

荒
川
の
源
流
を
集
め
る
入
川

の
キ
ャ
ン
プ
堤
で
、
車
を
お
り

ま
す
。
ア
ユ
や
ヤ
マ
メ
の
釣
り

塲
と
も
な
っ
て
い
る

入
川
で

は
、
家
族
連
れ
が
水
避
び
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

お
に
ぎ
り
と
水
筒
を
持
っ
て

山
遭
を
歩
き
ま
す
。
材
木
の
運

ぴ
出
し
に
用
い
ら
れ
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
、
森
林
軌
道
罫
が
残

っ
て
い
ま
す
。
緑
色
に
染
ま
っ

て
し
ま
い
そ
う
な
森
の
中
を
歩

い
て
一
時
間
余
り
、
北
か
ら
の

沢
が
入
川
に
合
流
す
る
、
赤
沢

谷
出
合
に
着
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
、
「
一
級
河
川
荒
川
起

貞
」
と
記
さ
れ
た
。
高
さ
5
0
c
m

ほ
ど
の
石
柱
が
立
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
う
、
荒
川
の
出
発
点
を

示
す
も
の

な
の
で

す
。

源
流
を

訪
ね
る
荒
川

遡
行

(
そ
こ
う
)
は
も
う
少
し
先
ま

で
続
け
ま
し
た
が
、
奥
が
深
い

奥
秩
父
一

帯
の
こ
と
、
山
遊
は

い
つ
し
か
山
腹
と
見
分
け
が
つ

か
な
く
な
り
。
引
き
返
す
こ
と

に
し
ま
し
た
。

真
夏
の
青
空
が
ま
ぶ
し
い
一

日
、
汗
を
か
く
と
、
山
肌
を
伝

う
岩
灣
水
で
の
ど
を
濶
し
、
沢

に
降
り
立
ち
、
湾
流
を
手
で
す

く
っ
て

ご
く
ご
く
飲
み
ま
し

た
。
淙
や
か
な
沢
の
音
、
流
れ

は
、
森
の

木
も
れ
日
に
き
ら
き

ら
光
っ
て
い
ま
し
た
。

森林軌道跡を歩く

源流を訪ねる
取 材 紀 行

荒川起点
の 石 柱 が あ る 赤 沢

谷 出 合

歴 史

人
々
の
暮

ら
し

を

守
る
た

め
に

そ
の
歴
史
は
洪

水
の
歴

史
と
も
き

え
る
ほ
ど
、
た
び

た
び
洪
水
を
お
こ

し
て
い
た
荒
川
。

特
に
明
冶
4
3
年
8

月
の
大
洪
水
は
、

「
そ
の
惨
状
は
き

語
に
絶
し
た
」
と

い
う
ほ
ど
の
大
被

害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。

こ
れ
を
機
に
、

北
区
の
岩
淵

水
門
か
ら
東
京
湾

ま
で
、
全
長
2
2
湎
に
及
ぶ
地
域

を
薪
た
に
握
り
起
こ
し
て
、
人

工
の
放
水
路
を
つ

く
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
約
2
0年
の
歳
月

を
費
し
て
放
水
路
が
完
虞
し
た

の
は

、昭
和
5

年
。長
い

年
月

と
人
知
を
傾
け
て
、
人
々

の
暮
ら
し
を

守
る

た
め
に
、
現

在
区
内
を
流
れ
る

荒
川
が
誕
生
し
ま
し
た
。

当
時
の
工
事
に
実
際
に
携
わ

っ
た
と
い
う
田
ヶ
谷
甚
蔵
さ
ん

(
望
)

。「
も
う
J
い
分
昔
の

こ
と

な
の
で
、
よ
く
覚
え
て
い

ま
せ
ん
か
こ

と
、
貴
重
な
体

映
を
鮮
明
に
語
っ
て
い
た

だ
き

ま
し
た
。

ま
た
、「
こ
の
家
以
外
に
住
む

気
は
な
い
ね
え
」
と

、
数
々
の

思
い
出
を
銛
す
冨
9

孝
之
さ
ん
(
8
3

歳
)
。
荒
川
予
足
地
の
真
ん

巾
に
家
が
あ
っ
た

の
で
、
エ
鄂
に
伴

い
移
築
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
家
は
、
も

と
旗
本
が
下
屋
吸

と
し
て
使
用
し
て
い
た
も
の
。

図
年
も
の
歴
史
を
積
み
重
ね
た

瘴
き
が
あ
り
ま
す
。

「
グ
ラ
フ
あ
だ
ち
N
o
.
2
4
」
で

は
、
こ
の
お
二
人
以
外
に
も
、

荒
川
と
人
々
と
の
か
か
わ
り
に

つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
エ

ピ
ソ

I
ド
を
ま
じ
え
な
が
ら
紹

介
し
ま
す
。

5 歳のとき、家を移築
したという冨澤さん

人 々
荒

川

に

集

う

年

間
2
5
0
0

万

人

建設省調査

建
設
省
は
、
昨
年
7

月
か
ら

今
年
6
月
ま
で

、
全
国
の
一
級

同
川
を
対
象
に
、
利
用
者
実
態

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
年
間
利
用
者
数

か
最
も
多
か
っ
た
の
は
、
東
京

と
埼
玉
を
阨
れ
る
荒
川
で
、
約
2

千
卸
万
人
で
し
た
。

利
用
の
形
態
と
し
て
は
、
散

策
が
4
9
%
で
最
も
多
く
、
厩
い

て
野
球
、
テ
ニ
ス
、
ジ
ョ
ギ
ン

グ
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
が
3
2
气

釣
り
1
2
%
、
水
遊
び
が
8
%
と

い
・
つ
順
に
な
っ
て
い
ま

す
。

た
い
へ
ん
多
く
の
人
々
か
。

思
い
思
い
に
荒
川
を
利
用
し
て

い

る
実
態
が
う
か
が
え
ま
す
。

荒
川
下
流
の
自
然
を
考
え
る

会
の
皆
さ
ん
は
、
荒
川
の
自
然

の

移
り
行
き
を
記

録
す
る
た

め
、
双
眼
鏡
を
片
手
に
野
凡
や

野
草
の
観
察
を

続
け
て

い
ま

す
。「

荒
川
が
好
き
で
す
。
こ
こ

へ

采
る
と
、
空
か
急
に

広
が
っ

た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
、
川
が

あ
り
、
橋
か
あ
り
、
自
然
か
残

る

荒
川
は
、
乱
市
の
中
の
貫
重

な
空
間
な
の
で
す
」
と

、
考
え

る

会
の
皆
さ
ん
。

荒川源流近くの森と沢

村田兆治さんの野球教室

輪になって踊るフォークダンス

遠くを見ながら自然観察

河川利用実態調査の
結果　( 単位・万人)
年間利用者ベスト10
①荒 川 …… 2, 542
②利根川 …… 2, 103
③淀 川 … … 1, 823
④多摩川 … … 1, 228
⑤筑後川 … …… 460
⑥木曽川 …… … 432
⑦石狩川 …… … 242
⑧大和川 …… … 226
⑨大淀川 … …… 214
⑩那珂川 … …… 201
河 川 区 域 面 積( 1 平

方 ㌔) 当 た り の 年 間

利 用 者 ベ ス ト5

① 多 摩 川 … … 41. 6

② 鶴 見 川 … … 40. 1

③ 大 和 川 … … 25. 7

④ 荒 川 … … 25. 5

⑤ 淀 川 … … 22. 0

( 平成3年7月、建設省発表より)

荒川が華やぐとき 7月25日、今年もドドーンと6
千300発の花火か、荒川の夜空

に大輪の華を咲かせました。荒

川には、花火も、イカダも水上
バスも、ラジオ体操も、よく似
合う。この自然の舞台で、各種
のイベントが開かれるとき、人

も川も活気づき、共に生きてい
ることを、喜び合うているとさ
え思えます。

イベント7 月21日「アウトドア・イベント
・イン・アラカワ」の風景から

グラ フ あ だ ち

No. 24

9 月10 日発 行予定

荒
川
を
大
特
集
!

今
回
、
ご
く
一
部
を
紹
介

し
ま
し
た
が
、
「
グ
ラ
フ
あ
だ

ち
N
o
.
2
4
」
で
は
、
様
々
な
角

慶
か
ら
荒
川
の

素
顔
と
魅
力
を

浮
き
彫
り
に
し
ま
す
。
表
紙

は
、「
人
串
を
尽
く
し
て
天
命

を
待
つ
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
す

る
ぼ
内
在
庄
の
プ
ロ
ゴ
ル
フ

ァ
ー
、
横
山
明
仁
(

写
真
)

さ
ん

。
今
月
の
新
潟
と
千
葉

オ

ー
プ
ン
で
連
続

優
勝
し
、
い
ま
絶

好
調
。
秋
の
ビ
ッ
グ
ゲ
ー
ム

に
向
け
て

、
ま
す
ま
す
活
電

が
期
待
さ
れ
ま
す

。

ご
希
留
の
方
に
は

、
区
民

亊
務
所

、
情
報
公
間
課
(
本

庁
舎
・
中
央
本
町
庁
舎
)
、広

報
課
の
窓
口
で
無
料
配
布
し

ま
す

。
町
会
・
自
冶
で
も
回

覧
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど

う
ぞ

、
ご
期
待
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)
　

・
広
報
課
　
(
3
8
8
2
)
　
1
1
1
1

㈹

あ

だ

ち

の

昔
語
り

中
川
土
手
の
狐

中
川
士
手
は

、
か

つ
て

、
お
花
見
や

散

歩
が
で
き
る
憩
い
の

鳩
所
で
し
た

。

そ
れ
は
あ
る
夏
の

哽
の
こ
と

。お
年

寄

り
が

、川
面
を
渡

る

ひ
ん
や
り
し
た
虱
を

ほ
お

に
受
け

な

が

ら

、
そ
ぞ
ろ
歩
き
を

楽
し

ん
で
い

ま
し

た

。す
る
と

、後
ろ
の

方
か
ら
「
一

人

で
は
寂
し
い
で

し
ょ
う
。
一
緒

に
歩
き
ま
せ
ん
か
」
と

、
声

を
か
け
ら
れ
ま
し
た

。
振
り

向
く
と

、
若
い
男
の
大
が
立

っ
て
い
ま
す

。
人
の
よ
さ
そ

う
な
感
じ
だ
っ
た
の
で

、
一

緒
に
歩
く
こ
と

に
し
ま
し

た

。足
並
み
を
合
わ
せ
て

く
れ

た
り

、
世
間
話
を
取
心
に
闃

い
て
く
れ
る
な
ど

、
西
い
人

の

思
い
や
り
を
う
れ
し
く
思

い
ま
し
た

。
調
子
づ
い
た
お

年
寄
り
は

、
貮
か
ら

次
へ
と

話
を
続
け
ま
し
た
か

、
い
つ

と
は
な
し
に

、
男
の
人
の
相

づ
ち
の
声
が
聞
こ
え
な
く
な

り
ま
し
た

。
そ
れ
に
気
づ
い

て

辺
り
を
見
渡
し
て
も

、
そ

の
姿
は
見
当
た
り
ま
せ
ん

。

一
人
と
り
残
さ
れ
た
お
年

寄
り
は

、
急
に
寂
し
く
な
っ

た
う
え

。
通
が
わ
か
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
い

、
同
じ
と
こ

ろ
を
行
っ
た
り
央
た
り

。
そ

の
う
ち

、
水
も
な
い
土
手
の

上
で

「
深
い
よ
う

、
深
い
よ

一つ

。も
ぐ
っ
て
し
ま
う
よ
う
」

と

、魯
物
の
裾
(
す
そ
)
を
ま

く
っ
て
ぬ
き
足

、
さ
し
足

。

そ
の
よ

う
な

動
作
を
繰
り
返

し
た
お
年
寄
り

は

、
何
の
は
ず
み
か

、
は
た

と
や
め

、「
あ
っ

、し
ま
っ
た

。

キ
ツ
ネ
に
化
か
さ
れ
た
I
、こ

う
菖
う
が
早
い
か

、
も
と
采

た
道
を
足
早
に
戻
っ
て

行
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す

。

フォトニュース あだち

7/ 23 ・24
区内施設めぐり( 見沼代親水公園)

親子で施般を見学したり。河川の水質調査を
したり。また、草木染めのハンカチやにんじん
ケーキを作ったり。子どもたらは、夏休みなら
ではの体験を楽しみました。7/ 24　 みんなで水質調査

( 綾 瀬 川)

7/ 30・31
色について考える

( 消 費者センター)

シ リ ー ズ

身近な自然 ( 25)

アメン ボ

私
か
小
さ
い
こ
ろ
は

、
小

さ
な
水
た
ま
り
で
も

、
ア
メ

ン
ボ
か
ス
イ
ス
イ
と
脉
い
で

い
ま
し
た

。
今
で
も

、
池
な

ど
に
よ
く
い
ま
す
。
屋
外
プ

ー
ル
で
脉
い
で
い
た
ら
、
ア

メ
ン
ボ
も
泳
い
で
い
た
、
と

い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

群
れ
を
つ
く
る
性
賢
か
あ

る
の
で

、
た
く
さ
ん
で

咏
ぐ

ア
メ
ン
ボ
。
細
長
い
体
を
長

い
足
で
支
え
て

、
器
用
に
水

の
上
に
浮
か
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
休
か
軽
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
足
の
先
に
毛

か
生
え
て
い
て
、
水
に
ぬ
れ

な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
た

め
。
水
の
表
面
張
力
を
利
用

し
て

浮
か
ん

で
い
る
の
で

す
。ま

た
、
足
の
先
に
つ
め
が

な
い
の
で

、
水
面
を
碩
る
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
6
素
足

の
う
ち
、
中
足
を
ボ
ー
ト
の

オ

ール
の
よ
う
に
動
か
し
て

前
へ
進
み

、
後
ろ
足
で
舟
の

か
じ
の
よ
う
に
方
向
を
決
め

ま
す

。
ス
イ
ツ

、
ス
イ
ツ
と

泳
ぎ
な
が
ら

、
虫
を
捕
ま
え

て
食
べ
ま
す
。

ア
メ
ン
ボ
の
名
は

、
こ
の

虫
が

、
飴
(
あ
め
)
の
に
お

い
の
す
る
と
こ
ろ
か
ら
つ
け

ら
れ
ま
し
た
(

飴
ん

坊

、
ま

た
は
飴
ん
棒
)
。

川
の
流
れ
に
い
る
ア
メ
ン

ボ
は

、
流
さ
れ
て
も
ま
た
戻

っ
て
き
て

、
同
じ
向
き
に
な

り
ま
す

。
こ
れ
は

、
ア
メ
ン

ボ
が
ま
わ
り
の
景
色
を
覚
え

て
い
て

、
い
つ
も
そ
の

向
き

に
向
こ
う
と
す
る
性
質
か
あ

る
か
ら
で
す
。
多
摩
助
物
公

園
の
昆
虫
館
に
は

、
こ
の
畦

賢
を
確
か
め
る
実
験
装
置
が

あ
り
ま
す

。
皆
さ
ん

も
一
麗

試
し
て
み
て
く
だ
さ
い

。

A
花
畑
西
小
学
校
教
諭

。

鈴
木
　

隆
V



1991 年( 平成3 年) 8 月25 日あ だ ち 広 報第918 号 ( 6)

く ら し の

情
報

本 庁舎( 千住) へ の お問 い 合 わ せ は …

3882- 1111 ㈹
本 庁 舎 以 外 へ の お 問 い 合 わ せ は
そ れ ぞ れ の 電 話 番 号( 緑 色) へ 。

生
活
環
境

家
屋
等
を
新
築

さ
れ
た
方
へ

届
け
出
を

お
忘
れ
な
く

住
居
表
示
整
備
が
す
で
に
済

ん
で
い
る
地
域
内
に
、
家
屋
等

を
新
築
さ
れ
た
方
は
、
住
所
を

定
め
る
た
め
の
届
け
出
が
必
要

で
す
。

こ
の
届
け
出
が
な
い
と
住
所

が
決
め
ら
れ
な
い
た
め
、
転
入

等
の
手
続
き
が
で
き
ま
せ
ん
。

届
け
出
に
は
、
建
築
確
認
書
一

式
と
印
か
ん
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

住
居
表
示
担
当

さ
へ
3
8
8
0
)
5
0
3
1

細
街
路
整
備

助
成
制
度

区
内
の
道
路
に
は

、
幅
員
が
4
a

に
満
た
な
い
も
の
が
約
3
0
0

㎞
も
あ
り
ま
す
。

建
築
を
す
る
場
合
に
は
、
最

低
4

尽
以
上
の
道
路
に
接
す
る

こ
と
が
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

ま
た

、生
活
道
路
と
し
て
も

、

道
路
が
狹
い
と
緊
急
車
両
等
が

通
れ
な
い
な
ど

、
安
全
や
住
環

暁
上
の
間
電
が
あ
り
ま
す

。

区
で
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
を

解
決
す
る
た
め

、
細
街
路
整
備

助
成
条
例
を
定
め
て
い
ま
す

。

こ
の
条
例
に
基
づ
き

、
生
活

道
路
網
と
し
て

、「
細
街
路
計
画

図

」
を
作
成
し
ま
し
た

。

細
街
路
整
備
助
成
は

、
こ
の

計
画
図
で
指
定
さ
れ
て
い
る
路

線
の
道
路
拡
幅
や
新
設
整
備
費

用
を
区
が
助
成
す
る
も
の
で

す

。さ
ら
に

、
東
京
都
建
築
安
全

条
例
に
よ
る
角
敷
地
の
隅
き
り

部
分
の
整
備
用
地
に
つ
い
て
は

「
隅
き
り
奨
励
金

」
制
度
も
あ

り
ま
す

。

安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

を
す
る
た
め
に
、
細
街
路
整
備

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

申
請
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

(千
住
)
・
ま
ち
づ
く
り
課

細街路整備助成金の交付額

* 上記の金額を超える場合は、自己負担となり、以下は実費を交付します。
* 特定地顋とは「まちづくり活動地域」をいいま可。

建
築
無
料
相
談

『
防
災
の
日
』
に
併
せ
て
、

東
京
都
建
築
士
事
務
所
協
会
足

立
支
部
主
催
に
よ
る
「
建
築
無

料
相
談
」
を
行
い
ま
す
。

日
時
9
月
1
日
(
日
)
、午
前
　

1
0
時
～
午
後
4
時

場
所

北
千
住
駅
(
営
団
地
下

鉄
千
代
田
線
入
口
付
近
)

内
容

建
築
に
つ
い
て
の
防

災
、
そ
の
他
全
般
的
な
相
談

問
合
せ
先

本
庁
舍
♀
住
)
・

建
築
課
ま
た
は
主
催
団
体
・

高
橋

゛
『
3
8
5
8

』
9
2
2
1

生
垣
づ
く
り
を

助
成
し
ま
す

生
垣
の
み
ど
り
は
、
心
な
ご

む
美
し
い
町
並
み
を
つ
く
り
だ

し
ま
す
。ま
た
、
地
震
に
も
強

く
、
火
災
の
延

焼
を
防
ぐ
な
ど

頼
も
し
い
効
果

も
発
揮
し
ま

す
。区

で
は
、
道

路
(
幅
4
″以

占

に
面
し
て

生
垣
や
植
樹
帯

を
作
る
方
に
工

事
費
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま

す
工

表
参

照
)
。

こ
の
機
会
に

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な

ど
を
み
ど
り
あ

ふ
れ
る
生
垣
に

作
り
な
お
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

な
お
。工
事

の
内
容
に
よ
っ
て
は
助
成
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
、
工
事
を
す
る
前
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千

住
)
・
緑
化
係

福

祉

心身障害者福祉手当
(区制度) および難病
患者福祉手当の
定例払月です

今
月
は
心
身
障
害
者
福
祉
手

当
(
区
制
度
)
、雛
病
患
者
福
祉

手
当
の
定
例
払
月
で
す
。2
5
日

ご
ろ
、届
け
出
さ
れ
た
預
金
口

座
に
手
当
(
4
～
7
月
分
)
を
振

り
込
み
ま
す

。
各
金
融
機
関
で

支
払
い
を
受
け
て
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀

住
)
。

障
害
福
祉
係

該
当
す
る
方

は
申
請
を

ひ
と
り
親
家
庭

医
療
費
助
成

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
威

制
度
は
、
保
険
診
療
に
よ
る
医

療
費
の
自
己
負
担
額
分
を
助
成

す
る
制
度
で
す
。
該
当
さ
れ
る

方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

□
助
成
を
受
け
ら
れ
る
方

区
内
に
住
所
が
あ
る
医
療
保

険
の
加
入
者
で
、
次
に
該
当
す

る
児
童
(
1
8歳
に
な
っ
た
年
の

年
度
末
ま
で
該
当
。2
0歳
未
満

で
中
度
以
上
の
障
害
の
あ
る
児

童
を
含
む
)
と
、
そ
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭

の
方
。

▽
父
母
が
離
婚

▽
父
ま
た

は
母
が
死
亡

▽
父
ま
た
は
母

が
生
死
不
明

▽
父
ま
た
は
母

が
重
度
障
害

▽
父
ま
た
は
母

に
1
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る

▽
父
ま
た
は
母
が
法
令
で
1
年

以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る

▽
父

が
い
な
い
(
母
が
婚
姻
に
よ
ら

ず
懐
胎
し
た
児
童
で
父
に
認
知

さ
れ
て
い
な
い
)

□
申
請
に
必
要
な
も
の

▽
戸
籍
謄
本
(
申
請
者
・
児

童
T

通

▽
健
康
保
険
証
(
申

請
者
・
児
童
)

▽
印
か
ん

▽
身
体
障
害
者
手
帳
・
愛
の
手

帳

▽
昨
年
1
月
2
日
以
降
足

立
区
に
転
入
し
た
方
は
、
前
住

所
地
の
区
市
町
村
長
発
行
の
平

成
2
年
度
所
得
証
明
書
(
児
童

扶
養
手
当
用
)
1
通

▽
足
立

区
に
住
民
登
録
の
な
い
方
は
、

続
柄
の
記
載
の
あ
る
世
帯
全
貝

の
住
民
票
1
通

□
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
が
申

請
す
る
場
合
に
必
要
な
も
の
　

▽
児
童
扶
養
手
当
証
書

▽

健
康
保
険
証

▽
印
か
ん

□
医
療
費
助
成
の
対
象
外
の
方

▽
生
活
保
護
受
給
中
の
方

▽
心
身
障
害
者
医
療
証
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方

▽
所
得
制

限
額
以
上
の
方

▽
児
童
福
祉

施
設
等
に
入
所
の
方

申
請
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

♀
住
)
・
児
童
医
療
担
当

リ
ハ
ビ
リ

出
張
相
談

リ
(

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関

す
る
専
門
相
談
を
行
い
ま
す

。

理
学
療
法
士
、作
業
療
法
士
、

言
語
療
法
士
。
看
護
婦
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。

日
時
9
月
4
日
(
水
)
、午
前
　

1
0
時
～
正
午

場
所

五
反
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

賛
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

東
部
障
害

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
事
業
係

昔
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

税

金

第
1
期
分
を

未
納
の
方
へ

平
成
3

年
度
特
別
区
民
税
・

都
民
税
第
1
期
分
の
納
期
は

、

す
で
に
過
ぎ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
区
で
は
今
月

、1

期
分
か
禾
納
の
方
へ
催
告
書
を

発
送
し
ま
し
た

。
催
告
書
は

、

禾
納
の
通
知
と
納
付
書
を
兼
ね

た
も
の
で
す
。
こ
の
納
付
書
を

持
参
し
て

、
お
近
く
の
各
金
融

機
関
に
催
告
指
定
納
付
期
限

(
8
月
2
6
日
)
ま
で
に
必
ず
納

め
て
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

納
税
課

S
(
3
8
8
0
)
5
0
9
6

第
2
期
分
の
納
期

が
迫
っ
て
い
ま
す

第
2
期
分
の
納
期
限
は
9
月
2

日
で
す
。
お
近
く
の
金
融
機

関
な
ど
で
早
目
に
納
め
て
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

納
税
課

登
(
3
8
8
0
)
5
0
9
6

お
し
ら
せ

秋
の
区
内
め
ぐ
り

グ
ル
ー
プ
で

施
設
見
学
を

区
内
の
施
設
を
バ
ス
で
巡

り
、
秋
の
1
日
を
過
ご
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

実
施
日
1
0
月
～
1
2
月
(
平
日
　

計
5
回
)

時
間
午
前
9
時
3
0
分
～
午
後

4
時
(
雨
天
実
施
)

見
学
施
般

郷
土
博
物
館
、
東

京
武
道
館

、
花
畑
記
念
庭
園

教
育
セ
ン
タ
ー
ほ
か

対
象
1
8

歳
以
上
の
健
康
な
区

民
で
構
成
す
る
2
0人
以
上

。

3
0人
以
内
の
グ
ル
ー
プ

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ
に
、

グ
ル
ー
プ
名
、
代
表
者
名
、

住
所
、
電
話
番
号
、「
ク
ル
ー

プ
施
設
見
学
会
希
望

」
と
叨

記
子

グ
ル
ー
プ
ー
通
)

※
応
募
が
5

グ
ル
ー
プ
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す

。

ま
た
見
学
日

、
コ
ー
ス
に
つ
い

て
は

、
代
表
者
と
打
ち
合
わ
せ

て
決
定
し
ま
す
。

申
込
期
限
9

月
1
0
日
消
印
有

効
申
込
・
問
合
せ
先

太
庁
舎

(千
住
)
・
広
報
課

〒
1
2
0千

住
1
-
4
1
1
8

内
職
・
パ
ー
ト

職
業
相
談
案
内

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ゆ
う

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
で

は
、
就
業
を
希
望
す
る
方
の
た

め
に
、
次
の
事
業
を
吁
っ
て
い

ま
す
。

□
内
職
・

パ
ー
ト
職
業
相
談

(
紹
介
・
あ
っ
せ
ん
)

日
時

祝
日

、第
2
・
4
土
曜
日

を
除
く
毎
週
月
～
土
曜
日
、

午
前
9
時
～
午
後
4
時
3
0
分
　
　

(土
曜
日
は
正
午
ま
で
)

場
所

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ゆ

う
(

綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
内
)

□
出
張
相
談
(

内
職
と
足
立
職

安
主
催
の
パ
ー
ト
)

日
時
毎
週
金
曜
日
、午
後
1
　

時
3
0
分
～
4
時

場
所

西
新
井
区
民
ギ
ャ
ラ
リ

ー
(
西
新
井
駅
東
ロ
サ
テ
ィ

4
階
)

□
事
業
主
の
求
人
相
談
(
内
職
、

パ
ー
ト
)

日
時

祝
日

、第
2
・
4
土
曜
日

を
除
く
毎
週
月
～
土
曜
日

、

午
前
9
時
～
午
後
4
時
3
0
分
　
　

(土
曜
日
は
正
午
ま
で
)

場
所

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ゆ

う
(
綾
瀬
ブ
ル
ミ
エ
内
)

□
技
能
講
習
会

就
業
に
必
要
な
知
識
や
条
件

で
働
き
た
い
方
の
た
め
に
、
工

業
用
ミ
シ
ン
の
講
習
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、
次
の
事
業

も
行
っ
て
い
ま
す
。

□
高
齢
者
職
業
相
談
(
紹
介
・

あ
っ
せ
ん
)

日
時

毎
月
第
2
火
曜
日
、
午

前
1
0時
I
午
後
3
時

場
所

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ゆ

う
(
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
内
)

主
催

墨
田
区
高
齢
者
無
料
職

業
紹
介
所
・
足
立
区
シ
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

□
労
働
相
談
(
労
働
者
、使
用
　

者
間
の
労
働
関
係
相
談
)

日
時
毎
月
第
1
月
曜
日
、午
　

後
2
時
～
4
時

場
所

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ゆ

う
(
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
内
)

主
催

王
子
労
政
事
務
所

―
い
ず
れ
y

申
込
・
問
合
せ
先

サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
ゆ
う
(
綾
瀬
プ
ル

ミ
エ
内
)

a
'
3
8
3
8
)
`
j
5
8
4

「
誕
生
お
祝
い
」

差
し
上
げ
て
い
ま
す

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
、
戸
籍

課
へ
届
け
出
の
あ
っ
た
方
に
。

「
誕
生
お
祝
い
」
を
差
し
上
げ

て
い
ま
す
。
8
月
か
ら
デ
ザ
イ

ン
も
新
た
に
し
、
生
ま
れ
た
時

の
写
真
や
体
重
、
足
形
を
記
録

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

戸
籍
課

`
‘
(
3
8
8
0
)
5
0
5
1
　

訂
正
と
お
わ
び
8
月
1
5
日

号
I
面
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

課
の
電
話
番
号
は
誤
り
に
つ
き
`

。
(
3
8
8
0
)
5
1
9
9に
訂

正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。

A
広
報
課
V

不 燃 化 促 進
助成金を一部アップ

区
で
は
、
大
震
火
災
の
時
の

安
全
な
避
羅
路
、
延
焼
遮
断
帯

を
整
備
す
る
た
め
、
不
燃
化
促

進
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
不
燃
化
促
進

区
域
の
中
で
、
事
業
実
施
期
間

内
に
一
定
の
基
準
に
あ
っ
た
不

燃
建
築
物
を
建
て
る
方
に
助
成

し
、
建
物
の
不
燃
化
を
促
進
す

る
も
の
で
す
。

現
在
、
1
2地
区
(
左
図
参
照
)

で

助
成
事
業
を
行
っ
て

い
ま

す
。今

回
、
助
成
金
交
付
要
綱
お

よ
び
助
成
条
例
施
行
規
則
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
助
成
金
額
と

加
算
助
成
の
項
目
が
増
え
ま
し

た
。
区
域
内
で
建
物
を
建
て
よ

う
と
お
考
え
の
方
は
、
ぜ
ひ
こ

の
制
度
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

助
成
内
容

左
表
の
と

お
り

問
合
せ
先

本
庁
舎

♀
住
)
・
ま
ち

づ
く
り
課

酋
(
3
8
8
2
)

1
1
1
1
㈹

不燃化促進区域図

※ 中央本町・梅島地
区以外の地区は、道
路の両側おおむね30m
の区域です。
※ 区域についてくわ
しいことは、まちづ
くり課へおたずねく
ださい。

助成内容
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年

金

保
険
料
の

納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
の
保
険
料
は
納
め

や
す
い
毎
月
納
付
と
な
っ
て
い

ま
す
。
各
月
の
納
期
限
は
、
翌

月
の
末
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
7

月
分
の
保
険
料
の
納
期
限
は
8

月
3
1日
で
す
。

お
近
く
の
銀
行
、
郵
便
局
な

ど
の
金
融
機
関
お
よ
び
区
役

所
、
区
民
事
務
所
の
窓
口
へ
忘

れ
ず
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
便
利
な
口
座
振
替
を

ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
と
納
め

忘
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
。

国
民
年
金
課
保
険
料
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

加
入
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か

学
生
の
方
の

国
民
年
金

平
成
3

年
4
月
1

日
か
ら
2
0

歳
以
上
の
学
生
の
方
も
国
民
年

金
に
加
入
す
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、

日
本
に
住
所
を
有
す
る
2
0
歳
以

上
の
す
べ
て
の
国
民
は
、
国
民

年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
2
0
歳
か
ら
国
民
年
金
に

加
入
し
て
6
0
歳
ま
で
4
0
年
間
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
に
よ

り
、
6
5
歳
か
ら
満
額
の
年
金
受

給
資
格
が
確
保
さ
れ
ま
す
。

学
生
期
間
に
不
凍
の
事
故
等

に
よ
っ
て

障
害
者
に
な
っ
た

時
、
一
定
要
件
を
満
た
す
こ
と

で
、
障
害
年
金
の
受
給
が
保
障

さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
保
険
料
を
納

付
し
て
、
老
後
を
迎
え
た
時
や

障
害
者
に
な
っ
た
時
な
ど
に
、

安
定
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
つ
く
ら
れ
た
制
度
で
す
。

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と

き
は
免
除
制
度
も
あ
り
ま
す
。

加
入
手
続
き
が
済
ん
で
い
な

い
方
は
、
近
く
の
区
民
事
務
所

ま
た
は
。
国
民
年
金
課
で
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

▽
加
入
に
つ
い
て

は
中
央
本
町
庁
舎
・
適
用
係

雲
(
3
8
8
0
)
5
1
5
1
　

▽
免
除
に
つ
い
て
は
、
保
険

料
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
1

9
月
の

ね
ん
き
ん
相
談

日
時
9
月
4
日
(
水
)
、
午
前
　

1
0
時～
午
後
3
時
3
0
分

堤
所

中
央
本
町
庁
舎
2
階
、

国
民
年
金
課
前

内
容

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ

つ
と
し
た
疑
問
や
心
配

事

に
、
足
立
社
会
保
険
事
務
所

の
担
当
官
が
答
え
ま
す
。

※
「
ね
ん
き
ん
相
談
コ
ー
ナ
ー
」

は

、毎
月
第
1
水
曜
日
に
開
設
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
推
進
係

登
(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

教

育

教
育
相
談

出
張
教
育
相
談

教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、9
月

の
教
育
相
談
強
調
月
間
に
ち
な

み
次
の
よ
う
な
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
学
校
に
行
く
の

を
嫌
が
る
、
言
葉
が
遅
い
、
落

ち
着
き
が
な
い
な
ど
、
お
子
さ

ん
の
教
育
上
の
悩
み
に
つ
い

て
、
専
門
の
相
談
員
が
問
題
の

解
決
に
あ
た
り
ま
す
。

□
面
接
相
談

受
付
日
時

祝
日
、
第
2
・
4
　

土
曜
日
を
除
く
毎
週
月
～
土

曜
日
、
午
前
9
時
I
午
後
5
　

時
(土
曜
日
は
正
午
ま
で
)

申
込
方
法

電
話
予
約

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

▽

教
育
セ
ン
タ
ー
教
育
相
談
室

酋
(
3
8
5
9
)
9
5
3
1
　

▽
教
育
セ
ン
タ
ー
綾
瀬
分
室

雲
(
3
8
3
8
)
3
5
8
8
　

▽
教
育
セ
ン
タ
ー
鹿
浜
分
室

a
(
3
8
5
6
)了
7
3
5

□
一
話
相
談

受
付
日
時
祝
日
を
除
く
毎
週
　

月
～
金
曜
日
、午
前
9
時
～
　

午
後
4
時
3
0分

相
談
受
付
先

教
育
セ
ン
タ
ー

教
育
相
談
室

魯
(
3
8
8
4
)
7
8
6
7

□
出
張
教
育
相
談

ま
た
、今
回
、次
の
と
お
り

出
張
教
育
相
談
も
行
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
時
9
月
8
日
(
日
)
、午
前
　

1
0
時
～
午
後
4
時

場
所

東
和
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
先

教
育
セ
ン
タ
ー
綾

瀬
分
室

魯
(
3
8
3
8
)
3
5
8
8

募

集

足
立
ま
つ
り

青
空
と
き
め
き
市

フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
の
出
店
者

ご
み
減
量
と
資
源
の
再
活
用

の
た
め
、
不
用
品
の
交
換
市
に

あ
な
た
も
出
店
し
て
み
ま
せ
ん

か
。青

空
の
下
で
自
由
に
集
い
、

家
庭
内
の
不
明
品
や
不
使
用
品

な
ど
蔘
痔
ち
よ
り
、ピ
ク
ニ
ッ

ク
気
分
の
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

日
時
1
0
月
1
3
日
(
日
)
、午
前
　

1
0
時
～
午
後
4
時
(
荒
天
の
　

場
合
は
中
止
。
雨
天
の
場
合

は
決
行
。た
だ
し
、
テ
ン
ト

の
貸
し
出
し
は
な
し
)

場
所

虹
の
広
場
(

荒
川
河
川

敷
)

対
象

区
内
在
住
・
在
動
の
方

(
食
品
・
薬
品
等
の
販
売
、

営
利
目
的
の
方
は
不
可
)

内
容

潺
区
画
・
手
持
出
店

(
車
で
の
出
店
も
可

。
た
だ

し
、
完
売
の
場
合
で
も
搬
出

時
間
を
厳
守
)

一

用

一
区
画
千
円

申
込
方
法

直
接
窓
口
ま
た
は

電
話

申
込
期
限
9

月
1
3日

主
催

足
立
ま
つ
り

青
空
と

き
め
き
市
部
会

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

庁
舎
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係

眥
(
3
8
8
0
)
5
1
9
9

愛
称
を
募
集

(
仮
称
)
ス
イ
ム

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

竹
の
筱
温
水
プ
ー
ル
が
平
成
4

年
5
月
に
新
し
く
生
ま
れ
変

わ
り
ま
す
。

こ
の
施
設
に
は
温
水
プ
ー
ル

の
ほ
か
に
、
体
育
館
・
小
体
育

館
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
・

健
康
体
力
相
談
室
な
ど
も
併
設

し
ま
す
。

区
内
第
2
の
ス
ポ
ー
ツ
拠
点

と
な
る
こ
の
宛
投
に
ス
テ
キ
な

愛
称
を
つ
け
て
く
だ
さ
い

。

応
募
資
格

区
内
在
住
・
在
動

の
方

応
募
方
法
(

ガ
キ
に
住
所

、

氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話

番
号
、
愛
称
名

、
理
由
を
明

記
(
1
枚
1

点
)

(
例
)
足
立
区
ス
イ
ム
ス
ポ
ー
　

ツ
セ
ン
タ
ー
⑦
@
⑦
③
⑦
○

※
「
足
立
区
ス
イ
ム
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
」
を
月
一

き
と
し
て

使
用
し
ま
す
。
ま
た
、
愛
称
は
6

文
字
以
内
と
し
ま
す

。

申
込
期
間
9

月
1
5
日
消
印
有

効
紀
念
品

採
用
作
品
お
よ
び
応

募
者
の
中
か
ら
抽
選
で
2
0
人

の
方
に
記
念
品
を
差
し
あ
げ

ま
す

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千

住
)
・
体
育
課

〒
1
2
0千
住

1
1
4
1
1
8

第
4
4回
足
立
区
民

体
育
大
会
参
加
者

□
な
ぎ
な
た
大
会

日
時
9

月
2
9日
(
日
)
、午
後

1
時
～
5
時

場
所

千
寿
小
学
校
体
育
館

対
象
者

区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方

競
技
方
法

演
技
、
個
人
戦
、

団
体
戦

費
用

沺
円

申
込
方
法

電
話

申
込
期
限
9

月
2
0日

申
込
・
問
合
せ
先

内
田
光
子

豊
(
3
8
8
6
)
3
9
8
9

□
ク
レ
ー
射
撃
大
会

日
時
9

月
1
5日
(
日
)
、午
前

9
時
～
午
後
3
時

場
所

栃
木
県
総
合
射
撃
場

対
象
者

区
内
在
住
・
在
動
・

在
学
で
散
弾
銃
所
持
者

競
技
種
目

ト
ラ
ッ
プ
、ス
キ

ー
ト
の
部
で
各
2
5撃
2
回

費
用
5

千
円

申
込
方
法

会
費
を
添
え
当
日

会
場
へ

※
銃
砲
所
持
許
可
証
、
火
薬
類

護
受
許
可
証
を
必
ず
持
参
。

申
込
・
問
合
せ
先

吉
田
宏
　

さ
(
3
8
8
8
)
7
8
3
1

保
養
所

伊
豆
高
原
・
湯

河
原
あ
だ
ち
荘

1
1月
分
の
利
用
案
内

1
1月
分
の
利
用
申
し
込
み
は

左
表
の
と
お
り
で
す
。(

ガ
キ

は
そ
れ
ぞ
れ
の
保
養
所
に
つ
き
I

グ
ル
ー
プ
(
区
内
在
住
・
在

動
者
の
み
)
1

枚
に
限
り
ま
す

。

重
複
申
し
込
み
や
、
期
限
を

過
ぎ
た
申
し
込
み
は
無
効
に
な

り
ま
す

。
な
お

、1
人
で
の
宿

泊
は
で
き
ま
せ
ん
。

新 庁 舎
アラカ ルト

―( 1)―

多目的ホール

統
合
新
庁
舎
の
大
き
な
特

徼
の
ひ
と
つ
は
、
区
民
と
の

交
流
機
能
を
持
っ
て
い
る
こ

と
で
す
。
こ
の
要
と
な
る
施

設
が
、
今
、
注
目
を
集
め
て

い
る
多
目
的
ホ
ー
ル
で
す
。

人
々
が
自
然
に
集
ま
っ
て

く
る
そ
ん
な
庁
舎
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
多

目
的
ホ
ー
ル
は
出
会
い
と
創

造
の
空
間
を
提
供
し
ま
す
。

設
備
も
自
由
な
演
出
が
で

き
、
様
々
な
利
用
が
で
き
る

よ
う
に
と
考
え
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

の
簡
単
な
操
作
で
舞
台
・
客

席
が
移
動
し
、
パ
ー
テ
ィ
や

会
議
の
で
き
る
ホ
ー
ル
か

ら
、
舞
台
と
傾
斜
客
席
の
あ

る
劇
場
に
ま
で
変
化
す
る
霍

勳
昇
降
床
シ
ス
テ
ム
を
と
り

入
れ
ま
す
。

ま
た
、
舞
台
回
り
に
は
控

室
3
室
、
準
備
室
、
パ
ン
ト

リ
ー
(
配
膳
室
)
が
あ
り
、

ホ
ワ
イ
エ
(
待
合
ロ
ビ
恚

周
辺
に
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
を
置

く
な
ど
使
い
勝
手
に
も
配
慮

し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ル
を
暗
く
し
な
く
て

も
見
え
る
S
つ
大
画
面
の
ビ

デ
オ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
も
設

置
し
ま
す
。

新
し
い
足
立
区
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
担
い
手
と

し
て
平
威
8
年
デ
ビ
ュ
ー
す

る
多
目
的
ホ
ー
ル
に
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

※

※

こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、
こ
れ

か
ら
新
庁
舎
を
様
々
な
角
度

か
ら
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

多 目 的 ホ ー ル

( イ メ ージ図)

足
立
ま
つり
　元
気
印
大
仮
装

コ
ン
テ
ス
ト
参
加
者
募
集

お父さ んも
お母さ んも
秋の1 日を
変身し てみませんか

日
程
1
0
月
1
3日
(
日
)

場
所

虹
の
広
場
(
荒
川
河
川

敷
)

応
募
資
格

ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
(
先
着
5
0組
)

応
募
方
法

申
込
先
へ
直
接
、

ま
た
は
電
話

応
募
期
限
9

月
3
0日

賞
品

グ
ラ
ン
プ
リ
は
賃
金
3
0

万
円
、
ほ
か
に
団
体
の
部
、

個
人
の
部
、
子
供
の
部
、
そ

れ
ぞ
れ
各
賞
多
数
。
総
額
8
0
　

万
円

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
ま
つ

り
事
務
局
(
千
住
仲
町
1
8
-
　
7

、
東
京
商
工
会
議
所
足
立

支
部
)

a
(
3
8
8
1
)
9
2
0
0

ひ
ろ
ば

※
先
着
順
で
、1
団

体
1
事
業
、3
ヵ
月

間
再
掲
職
不
可
。

投
稿
先
…
広
報
課

催
し
物

☆
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
で
オ

ペ
ラ
「
ミ
カ
ド

」を
上
映
(
オ

ペ
ーフ
サ
ー
ク
ル

ー
ソ
フ

ィ

ア
)
9

月
1
日
(
日
)
、
午

後
1
時
3
0分
/

梅
田
セ
ン
タ

ー
/
山
下

酋
(
3
8
5
2
)
3
2
7
4

☆
バ
ザ
ー
(
足
立
区
肢
体
不

自
由
児
者
父
母
の
会
)
9

月
8
日
(
日
)
、
午
前
1
0時
I

午
後
2
時
/
竹
の
筱
セ
ン
タ

ー
/
日
用
雑
貨
品
、
手
作
り

品
、
衣
料
な
ど
/
日
用
雑
貨

品
の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
/

後
藤
a
(
3
8
5
9
)
5
　

=
募

集
=

☆
手
相
・
易
ク
ラ
ブ

毎
週

日
曜
日
、
午
後
1
時
I
3
時
/

西
新
井
一
丁
目
加
藤
宅
/

入
会
金
千
円
、
月
額
2
千
円

/
加
藤
雲
(
3
8
5
6
)
8

7
1
6
(
午
後
7
時
以
降
)

☆
三
味
線
月
3
回
金
曜

日
、午
後
7
時
～
8
時
竹

の
狠
セ
ン
タ
ー
/
月
3
回
日

曜
日
、
午
後
5
時
3
0分
～
6

時
3
0分
、
中
央
本
町
セ
ン
タ

ー
/
月
額
3
千
5
0
0
円
/
杉
浦

酋
(
3
8
5
0
)
4
0
2
7

☆
や
さ
し
い
ヨ
ー
ガ
毎
週

火
曜
日
、
午
後
1
時
3
0
分
～

3
時
/
エ
ル

ーソ
フ
ィ
ア
/

入
会
金
千
円
、
会
費
2
千
円
/

初
心
者
歓
迎
/
布
施

き
(
3
8
9
6
)
0
6
0
4

掲示板

□
水
道
料
金
・
下
水
道
料
金

の
減
免
措
置
の
継
続

老
齢
福
祉
年
金
受
給
世
帯

お
よ
び
生
活
関
連
業
種
に
対

す
る
水
道
料
金
と
下
水
道
料

金
の
減
免
措
置
が
、
平
成
4

年
3
月
分
ま
で
継
続
さ
れ
ま

す
。減

免
の
適
用
に
は
、
申
請

が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
す

で
に
適
用
を
受
け
て
い
る
方

は
申
請
不
要
で
す
。

な
お
、減
免
の
対
象
と
な

る
生
活
関
連
業
種
に
は
、
パ

ン
製
造
小
売
業
。
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
巣
、
日
本
そ
ぱ
店
な
ど

の
2
2業
種
が
該
当
し
ま
す
。

問
合
せ
先

▽
水
道
局
足
立

東
営
業
所

昔
(
3
6
0
　
6
)
2
1
5
1

▽
足
立

西
営
業
所

酋
(
3
8
9
　
6
)
4
2
2
1

▽
下
水

道
局
北
部
第
一
管
理
事
務

所
a
(
3
6
0
2
)
8
8

・
都
立
学
校
公
開
講
座

日
程
1
0
月
2
4
日
～
H
月
2
8

貝
計
1
0回
)

場
所

都
立
新
田
高
校

内
容

▽
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
へ

の
誘
(
い
ざ
な
)
い

▽
楽

し
い
パ
ソ
コ
ン
入
門

定
員

各
3
0人

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
ま

た
は
、
電
話

申
込
期
間
9
月
2
日
～
1
4
　

日
(
先
着
順
)

申
込
・
問
合
せ
先
都
立
新
　

田
高
校
〒
1
2
3
新
田
2
-
　

1
0
1
1
6
a
(
3
9
1
4
)
　

4
2
1
1
～
3
丶
I



1991 年( 平成3 年) 8 月25 日あ だ ち 広 報第918 号 ( 8)

青
年
セ
ン
タ
ー
の
催
し

集

ま

れ
!

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
力

申 込 ・問 合 せ先a( 3890) 0061

□
9
月
の
子
育
て
講
座

。食
べ

物
と
歯
の
健
尹

子
育
て
に
関
す
る
講
演
会
で

す
。
講
演
中
の
保
育
も
行
い
ま

す
。
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
9

月
1
1日
(
水
)
、
午
前

1
0時
～
正
午

場
所

青
年
セ
ン
タ
ー

定
員
8
0

人

費
用

無
料
(

保
育
保
険
料
は

実
費
負
担
、
当
日
支
払
い
)

申
込
方
法

当
日
直
接
会
場
へ

□
の
び
の
び
子
育
て
く
ら
ぶ

「
親
子
で
お
や
つ

」

2
・
3

歳
児
と
お
母
さ
ん
が

簡
単
に
作
れ
る
お
や
つ
に
挑
戦

し
ま
す
。

日
時
9
月
5
日
(
木
)
、午
前
　

1
0
時
～
正
午

場
所

青
年
セ
ン
タ
ー

定
員
2

・
3

歳
児
と
母
親
4
0
　

組
(
先
着
順
)

費
用

材
料
費
5
0
0円

申
込
方
法
8

月
2
7日

、
午
前

9
時
か
ら
電
話
予
約

□
あ
な
た
の
近
く
で
子
育
て
サ

囗
ン

青
年
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い

る
子
育
て
サ
ロ
ン
を
あ
な
た
の

近
く
で
閧
き
ま
す
。

日
時
・
会
場
▽
9
月
1
0
・
1
7
　

・
2
4
日
・
・
・
東
和
セ
ン
タ
ー
　

▽
9
月
1
2
・
1
9
・
2
6
日
・
:
舎
　

人
セ
ン
タ
ー
、い
ず
れ
も
午
　

前
1
0
時
～
正
午

定
員

各
会
場
と
も
3
0
人
(
先

着
順
)

申
込
方
法

電
話
予
約

□
い
っ
し
ょ
に
雑
誌
を
つ
く
り

ま
せ
ん
か

青
年
セ
ン
タ
ー
で
発
行
し
て

い
る
、
若
者
に
よ
る
若
者
の
雑

誌
「
ブ
ラ
ウ
ン

ー
ア
イ
ズ

」
で

は

。
編
集
者
、
ラ
イ
タ
ー
、
カ

メ
ラ
マ
ン
を
募
集
し
て

い
ま

す

。
手
弁
当
で
す
が

、
興
味
の

あ
る
方
は

。
ぜ
ひ
ど
う
ぞ

。

編
集
会
議
9

月
4
日
か
ら
毎

週
水
曜
日

、
午
後
7

時
1
9
　

時
場
所

青
年
セ
ン
タ
ー

定
員

編
集
者
、ラ
イ
タ
ー
、カ

メ
ラ
マ
ン
各
4
人
(
先
着
順
)

申
込
方
法

電
話

□
国
際
理
解
を
進
め
る
た
め
の

開
発
教
育
セ
ミ
ナ
ー

国
際
化
が
進
む
中

、
私
た
ち

自
身
の
国
際
化

、
国
際
理
解
が

ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
て
い
ま

す

。
そ
の
た
め
に
開
発
教
育
の

取
り
組
み
の
現
状
を
知
り
、
ど

う
あ
る
べ
き
か

、
共
に
考
え
ま

す
。

日
時
9
月
7
・
1
4
日
、
午
後
　

3
時
～
5
時

場
所

青
年
セ
ン
タ
ー

講
師

璽
田
康
博
氏
(

国
際
協

力
推
進
協
会
主
任
研
究
員
)

定
員
4
0

人
(
先
着
順
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話

□

。楽
し
く
気
軽
に
ニ
ュ
ー
・

ス
ポ
ー
ツ
″
ア
ウ
ト
ド
ア
く

ら
ぶ

日
時
9

月
8
日
(
日
)
、
午
前

1
0時
1
午
後
3

時

場
所

都
立
水
元
公
園

内
容

▽
ガ
ッ
ツ

ー
ネ
ッ
ト
ボ

ー
ル

▽
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ゲ

ー
ム
ほ
か

定
員
4
0

人
(
先
着
順
)

賛
用

無
料

申
込
方
法

電
話

※
当
日
は
、
運
動
し
や
す
い
服

装
と
靴
で

来
て
く
だ
さ
い
。
弁

当
、
水
筒
等
は
持
参
し
て
く
だ

さ
い

。

□
エ
ス
ニ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
「
民

族
舞
踊
を
体
験
し
よ
う
」
　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
民
族
舞
踊

を
通
し
て

、
こ
の
国
や
民
族
の

文
化
的
、
歴
史
的
背
景
を
学
び

ま
す

。

日
時
9

月
2
5日

、
1
0
月
2
・

1
6日

、
午
後
7
時
～
8

時
3
0
　

分
場
所

青
年
セ
ン
タ
ー

定
員

青
年
男
女
4
0人
(

先
着

順
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話

□
1

泊
ボ
ーフ
ン
テ
ィ
ア

、
し
て

み
ま
せ
ん
か
?

障
害
を
持
つ
青
年
た
ち
の
仲

間
づ
く
り
を
し
て
い
る

。あ
だ

ち
日
隍
教
室
‘
で
は
、
宿
泊
学

習
会
に
同
行
し
て
い
た
だ
け
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま

す

。
日
程
9

月
1
5・
1
6
日

集
合
1
5

日
、
午
前
9

時
に
青

年
セ
ン
タ
ー

行
き
先

鹿
沼
レ
ク
リ
エ
ー
ジ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー

内
容

道
路
を
歩
く
際
の
誘
導

と
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

時
、
仲
間
と
い
っ
し
ょ
に
楽

し
み
ま
す

申
込
方
法

電
話

浹
事
前
の
打
ち
合
わ
せ
を
9

月

上
旬
に
行
い
ま
す
。

-

い
ず
れ
の
催
し
物
も
I

申
込
・
問
合
せ
先

青
年
セ
ン

タ
ー

酋
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

情

報 コ ー ナ ー
テ ニ ス コ ー ト ご 利 用 の 皆 さ ん へ

「リプ ・イン' 90( く らし の 便 利帳) 」85 ペ ージ「テニ ス櫑 竹の 塚第6
公園 」の電 話番 号が 間遠っ てい ます 。お 周い合 わせ は下 配へ。

竹 の 塚 第6 公 園 管 理 事務 所 　3883- OO30

少年活動リ ーダ ー講座 第3 期
最 近 こ ど も 事 情

最 近 の子 ども たち は 、さ まざ ま な
メデ ィ アを 通し て情 報 を集 め ます 。
また 、情 報メ デ ィ アも 新た な 商品 市
場 とし て 子供 た ち を と ら え て い ま
す。 マス コミ の とら え た最 近 の子 ど
も たち の 姿を 追 っ
てみ ます 。
日 時 ・場 所・ 内 容

右 表の とお り
対象 高 校 生以 上

で 子ど も 会活 動
に た ずさ わ って
い る方 、 興味 の
あ る方

定員80 人( 抽 選)
費用 無 料

申 込 方法 所 定 の用 紙 また は電 話
申 込 期限9 月10日
申 込・ 問 合せ 先 本 庁舍( 千 庄) ・少

年育 成係S3882 ―1111㈹

※ 毎週金曜日、時間はいずれも午後フ時～9時。

区内施設めぐ り
参 加 者 募 集

さ わ や かな 秋の 一日 。 区内 を バ
ス で巡 つてみ ませ ん か。
日時9 月22 日( 日) 、午 前8 時40　

分 区 役所 本庁 舎( 千住) 前 集 合
主 な見 学先( 予 定) 郷土 博 物館 、

花畑 大鷲( とり) 神社 、元 溯 江
を冫園 、鴻琺登寺 ほ力ヽ

定 員40 人( 抽 選)
参 加 費( 昼 食付 、当 日 現地 支 払い)

じ>観 光 協会 会 員… 1500円 冫 会
員以 外 … 20001円

申 込方 法 往 復 ハガ キに 申 込者 全
員の 住所 、 氏 名、 年齢 、電 話 番
号、会員 、非会 員 の別 、「9 月 の
施設 めぐ り 希望 」 と明 記( 1 枚
4人 ま で、 重 複ハガ キ は 無効)

申 込期 限9 月1 日 消印 有 効
申込・問合せ先足立区観光協会　

事務局〒120中央本町1- 17　～
1

中央 本 町庁 舎 ・商 工振 興 課内
03880 ―5191

郷 土 博 物 館

〝秋 〟を 聞 き に 来 ま せ ん か

虫 の 声 を 聞 く会
柳原 千 草園 でス ズ ムシ 、ク ツワ

ム シな ど虫 の 声を 聞 きな がら 、 ひ
と足 早 い秋 の 雰囲 気を 楽し ん で み
ま せ んか。
日時8月28日( 水) 、午後7時～　

9 時
場 所 柳原 千 草園
申 込方 法 当 日直 接 会煬 へ
問 合 せ先( 財) 足 立 区水 と緑 の 公

t t J 5P3838 ―8126

消費者講座
みつめてみよう
く ら し 水 ゴミ

水゙道 の水 はお い し くな い。 ゴ゙
ミ は なぜ 減ら ないS とい った 身 近
な 問題 に つい て 。い っし ょに 考 え
て み ませ ん か。く ら しの 中 から 生
ま れ る疑問 を いろ い ろな 角 度か ら
検 証し 、 私た ち が毎 日の 生 活の 中
で 何 がで きる かを 学 びま す。
日 時 ・内 容 下 表の とおり
場 所 消 費者 セン タ ー、 中川 下 水

処理 場( 27 日 のみ)
費 用 無 料
申 込方 法 電 話 また は直 接窓 口 へ
申 込 ・問 合 せ先 消 費者 セン タ ー

03880 ―5385

※ いずれも午前10時～正午。

再 就 職 セ ミ ナ ー

今 、働 こ う と す る 女 性 へ
仕事 に出 たい と 思 って い ても 、自

信 がない 、家 族 に 迷惑 を かけ たく な
い など 、今一 歩 が 踏 み出 せな いあ な
た 。

自 分 らしさ を 生 かし た 仕 事さ がし
のき っ かけを つ く って み ませ ん か。
日 程・ 内容 右 表 の とお り
対 象 区内 在住 ・ 在 勤・ 在学 の 女性
定 員30 人( 抽 選)
申 込方 法 往復 ハガ キに 住 所、氏 名

( フリ ガ ナ) 、 年 齢 、職 業、 電 話番
号、 希望 理由 、「再 就職 セ ミ ナ ー」
と明 記

申 込期 限9 月2 日 必着
※ 2 歳 以上 学齢 前 のお 子 さ んの保 育
をし ま す。 希望 の 方は 。 子ど も の氏
名 、生年 月 日、性 別 も記 入し て く ださ
い 。9 月10日( 火) 、午前1( j玲から 保
育 オリ エン テ ーシ ョン を 行い ま す。
場 所・ 申込 ・ 問合 せ 先 女 性総 合セ

ン タ ー 〒123 戡i F日7 ―33 ―1
( エ ル・ ソフ ィア内) 03880 ―5222 毎週火曜日午前10時～正午

10月10日 参加しよう
あ だ ち ス ポ ー ツ

フ ェ ス テ ィバ ル
日 程10 月10 日( 体 育 の日)
場所 千 住新 橋 緑地
□ 小学生つなひき大会( 午後12　

時～)
チーム編成小学4年～6年生　

で 、男 女混 合 の20人 以内 、代 表
者 は成人 の 方

申 込 方 法 往 復 ハガ キ に チ ー ム
名 、代 表者 の住 所 、氏 名 、電話 番
号 、「つな ひき 参加 希 望」と明 記

申 込 期限9 月13日 消 印有 効
□ 親子ふれあいジョギング( 午後　

2時～)
募集 人数 親子50組( 100 人)
内容 自己 申 告 マラ ソン 、5 ㎞
申 込 方法 往 復 ハガ キに 住 所、 氏

名( 親 子と も) 、電 話 番号 、r 親
子 ジョ ギン グ」 と 明 記

申 込 期限9 月10日 消 印有 効
申 込 ・問 合せ 先 緲 体育 協 会事 務

局 〒120千 住1 ―4 ―18
03882 ―・l l l f KJ

夏の夜空を
ウ ォッチ ン グ

晩夏 に 見え る 星 々( 夏 の 扁限) を
ウ ォッチ ング し ます 。 初 めて の方
でも わ かる よう 、や さし く ご案 内
し ま す。

ま た、 天体 望 遠鏡 を 使い 、 天井
の宝 石 とい われ てい る はく ち ょう
座 の 二 重扁 アル ビレ オ や、 リン グ
を 持 つた す ばらし い 惑 星 十扁 など
も 観 察し ま す。
日時9月3日( 火) 、午後7時～　

9 時( く も り、雨の 場合 は4 日)
場所 荒川 右岸( 千 住側) 、千 住新

橋 緑 地公 園
集合 千 住 新橋( 千 住 側)
対象 区内 在住 ・ 在学 ・ 在動 の方

( 小 ・中 学生 は 保護 者 が同 伴の
こ と)

費用 無料
申 込 方 法 電 話
申 込 ・問 合 せ先 細 足 立区 水 と緑

の 公 社03838 ―8126

あ な た の 相 談 室 問合 せ 先　 足立区役 所本庁 舎( 千住) 1 階区民 相談室
所 在 地　　 千 住1- 4- 18f ・3882- 1111t 9

箘つ たこと や心 配な こと があ り まし たら 、お 気軽 にご 利 用く だ さい( 無 料・秘密 搬 守)

RECYCLE PAPER
―森林資源を 大切に ―

A. I . Se. S. 240, 000


